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筆者が 2002 年に出版した辞典『日本語ブルガリア語の慣用句ことわざ辞典』と 2005 年に




         
  
         


























         （国語学大辞典、1980） 
 
「いくつかの語を続けて、ある特定の意味を表すことが習慣的に行われている表現。」 















































日本語：    手が良いーやり方がうまい、しゃれている、たくみだ；字がうまい 
ブルガリア語： 手が黄金であるーやり方がうまい、しゃれている、たくみだ 
        Zlatni mi sa ratsete 
1.2 マイナス表現 
日本語：    手が回らないー忙しい 
ブルガリア語： 手が重いー仕事がうまくいかない 

















日本語：    足を運ぶー目的の場所へわざわざ行く。歩いていく。歩みを運ぶ。 
ブルガリア語： 足を出すーどこかへ向かう 
        Povejdam krak 
2.2 マイナス表現 
日本語：    足が棒になるー長時間歩き続けたため、足が非常に疲れる 
ブルガリア語： 足がないー長時間歩き続けたため、足が非常に疲れる 
































日本語：    首を長くするー望み、期待が早く実現して欲しいと思いながら待つ 
ブルガリア語： 首を長くするー興味を持って、ある方向を見る、よく聞こうとする様子 
        Protochvam vrat 
3.2 マイナス表現 
日本語：    首が回らないー借金等のためどうにもやりくりがつかない 
ブルガリア語： 首に卵が焼けているー解雇される、職をやめさせられる 
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